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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 13日 (2006.1.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 お よ び 訓 練 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 患 者 に よ る 肢 体 801の 随 意 的 運 動 を 介 助 す る い わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を
実 施 す る 肢 体 を 支 持 ・ 駆 動 す る 肢 体 支 持 手 段 802、 運 動 を 行 う 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定
す る コ ン ピ ュ ー タ 803、 前 記 目 標 軌 道 を 画 面 に 表 示 す る 表 示 手 段 804、 前 記 肢 体 の 動 作 を 検
出 す る 検 出 手 段 805、 お よ び 前 記 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 検 出 信 号 Ｓ ｄ を 処 理 す る 信 号 処 理
手 段 806と を 備 え 、 前 記 信 号 処 理 手 段 か ら の 出 力 信 号 Ｓ ｏ と 、 予 め 設 定 し た 位 置 に 応 じ た
抵 抗 力 の 関 数 で あ る ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ と に 基 づ き 、 前 記 肢 体 支 持 手 段 802に お い て 肢
体 の 運 動 に 対 す る 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 す る 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 目 標 軌 道 か ら の 位 置 偏 差 に 基 づ き 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ が 予 め 設 定 さ れ て い る 前 記
ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ の 最 大 値 と 比 較 し て 十 分 小 さ い 高
さ の 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル を 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 訓
練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 で 設 定 す る 前 記 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル
に お い て 、
　 前 記 突 起 の 向 き を 下 向 き ま た は 上 向 き に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 訓 練
装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍
に お い て 設 定 す る ポ テ ン シ ャ ル 高 さ を 零 近 傍 に な る よ う に し 、 か つ 、 直 線 ま た は 曲 線 に て
設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） と の 位 置 だ け で な く 姿 勢 の 偏 差 に 対 す る 前 記
ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ を 定 義 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 1項 に 記 載
の 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。



　 　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ が 、 上 記 従 来 技 術 の う ち 、 図 １ ０ に 示 す 形 の ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ で は 、 前 記 目
標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 外 れ る と 図 １ １ ， １ ２ に 対 し 位 置 偏 差 Δ Ｘ に 対 し て 比 較 的 大 き な 前 記
抵 抗 力 Ｆ ｒ が 発 生 す る た め 、 ほ ぼ 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） に 沿 っ た 運 動 を 上 肢 が 実 施 す る
こ と が で き る が 、 運 動 す る 軌 道 を 強 制 す る こ と に な る た め 、 患 者 に 違 和 感 が 発 生 す る 問 題
が あ る 。 ま た 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す 形 の ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ で は 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （
ｔ ） 近 傍 で は 図 １ ０ に 対 し 位 置 偏 差 Δ Ｘ に 対 し て 比 較 的 小 さ な 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ が 発 生 し 、
前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 大 き く 外 れ る 場 合 の み 大 き な 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ が 発 生 す る た め 、
運 動 を 強 制 さ れ る 違 和 感 は 発 生 し な い 利 点 は あ る が 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 が 認
識 し に く い 問 題 が あ る 。 い ず れ の 場 合 に し て も 、 患 者 の 随 意 性 を 高 め る 目 的 に 対 し て 問 題
が 生 じ て し ま う 。
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は
、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 抵 抗 力 を 小 さ く す る こ と で 違 和 感 を 生 じ に く く
し 、 か つ 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 を 患 者 が 認 識 で き 患 者 の 随 意 性 を 高 め た 訓 練 装
置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 請 求 項 ５ 】 　 患 者 に よ る 肢 体 801の 随 意 的 運 動 を 介 助 す る い わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を
実 施 す る 肢 体 を 支 持 ・ 駆 動 す る 肢 体 支 持 手 段 802、 運 動 を 行 う 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定
す る コ ン ピ ュ ー タ 803、 前 記 目 標 軌 道 を 画 面 に 表 示 す る 表 示 手 段 804、 前 記 肢 体 の 動 作 を 検
出 す る 検 出 手 段 805、 お よ び 前 記 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 検 出 信 号 Ｓ ｄ を 処 理 す る 信 号 処 理
手 段 806と を 備 え 、 前 記 信 号 処 理 手 段 か ら の 出 力 信 号 Ｓ ｏ と 、 予 め 設 定 し た 位 置 に 応 じ た
抵 抗 力 の 関 数 で あ る ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ と に 基 づ き 、 前 記 肢 体 支 持 手 段 802に お い て 肢
体 の 運 動 に 対 す る 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 す る 訓 練 装 置 に お い て 、
　 前 記 目 標 軌 道 か ら の 位 置 偏 差 に 基 づ き 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ が 予 め 設 定 さ れ て い る 前 記
ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ の 最 大 値 と 比 較 し て 十 分 小 さ い 高
さ の 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル を 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 訓
練 装 置 。
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